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1ま え が き

最終摘心時期とB-995処理を早く実施することにより,

花芽の分化 ‐発育を前進できることが第 1報で確認できた

が,促成栽培の開花時期を更に早めるために,花芽の休眠

打破の方法として,低温とGL処理を中心に検討した。

2 試 験 方 法

1 4品種を用い, 5月 10日 に最終摘心を行い,3-"5
処理区と無処理区を設けて, 9月 11日 より10℃の低温に 3

週間遭遇させた。また,α嗚(500脚 )を 1週間間隔に3回

茎葉散布して加温促成し,休眠打破効果を検討した。

2 低温遭遇量とQヽ の処理回数や濃度が花芽の休眼打

表 1 処 理 方 法

破に及ぼす影響を知るために,4品種を用いて9月 17日 より

処理を開始した。 CA3処理は,低温処理後の加温促成開始

時より実施した。

3 屋外で栽培したアザレアを 9月 7日 より10日 間隔に

6回 ガラス室に搬入し,OA3 500脚 を 1週間間隔に 3回

茎葉散布した区と無散布区を設け,休眠打破状況を 4品種

(十二の一重,エ ツー,ア ンプロ,マダム )で検討した。

また, 1978年には 7月 17日 より2週間間隔に5回同処理

を行い,早期処理効果を 2品種 (エ ソー,ア ンプロ)で調

査した。

4 エリーとアンプロの2品種を用い,低温処理時期が
開花に及ぼす影響を知るために, 7月 17日 より2週間間隔

に5回 ,10℃ の冷蔵庫で 4週間低温処理を行い,ガラス室

で促成し,休眠打破状況を調査した。

3試 験 結 果

1 9月 11日 よりll℃ の低温に 3週間遭遇させた後,120
日間促成した結果,各品種とも無処理区より高い開花率を

示した。開花率が特に高かった品種はエリーで,次いで,

大八州,ア ンプロ,十二の一重の順であつた。

低温処理効果が顕著に現われた品種は大八州で,早咲き

の品種に比較して晩咲きの品種が低温処理による休眠打破

7‐4果を高くする傾向がみられた。低温処理の影響は花弁の

大きさにも現われ,無処理区より各処理区の花弁が小さく

なつた。これは暗室下で低温処理したための光量不足の影

響と考えられる。

OA3処理による開花期の促進効果は各品種で認められた

が,低温処理ほどの効果はみられなかつた。エツーてかな

り高い効果が確認できただけで,他の品種では低かつた。

前処理したB-995の影響は開花時期にも現われ,晩咲

きの品種で開花時期が早まったのに対し,早咲きのエリー

は開花率を低くし,開花も若千遅れた。

2 低温処理による花芽の休眠打破効果は顕著で,処理
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表 2 処 理 方 法
OA3処理 (月 日 )
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図 : OA3処理・低温処理 と開花傾向 (エ リー )

日数を増す程,促成日数を短縮している。特に,晩咲きの

大入州, レオボル ドが高い効果を示し,早咲きのェリーは

20日間処理区が促成日数を最も短くした。

Qヽの濃度を 500と 300pに分け, 1週間間隔に5回 と

3回茎葉散布した結果,各品種とも高濃度の効果が高く,

処理回数も多い処理区が促成日数を短縮している。

低温とGA3を複合処理した結果,単一処理よりは高い開

花割合を示したが,相乗的な開花期の前進はみられず,補

完的な効果となつて現われた。

2月 3日 に開花調査した結果,早咲きのエリーが各処理

区とも高い開花率を示し,アンプロ,レオボルド,大八州,

インディカと続いた。しかし,処理による開花促進効果は

晩咲きの品種で高く,低温とGA3の処理効果が顕著に現わ

れた。また,低温遭遇日数の少ない状態でQヽを処理する

と,花芽の枯死率を高くし,濃度と回数を増す程,高い枯

死率を示した。
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図 2 CTA3処理と低温処理併用による開花傾向(10%開花 )

3 アザンアの入室加温時期とQヽ 処理時期が開花に及

ぼす影響を検討するために実施した。

入室加温時期を早くすると開花期は早まるが,あ まり早

過ぎると,入室～開花の所要日数が多くなり,開花促進効

果が低下した。エリーが 9月 2● 日,十二の一重,マ ダム ,

アンプロは 9月 18日 入室で開花期の前進がなくなり,10月

7日 入室までは逆に促成日数を増す傾向さえみられた。

CA3を入室時期毎に処理すると,無処理区より開花所要

日数は短縮し,開花揃いもよくなり,早期処理の休眠お破

効果を高くしたが, 8月 28日以前の処理では,開花llJを早

められなかつた。また,早期処理区程,処理～開花までの

所要日数を多くしている。

品種間でもQヽ 処理の効果に差がみられ,晩咲きの品種

ほどQヽ処理することにより開花所要日数を短縮した。ま

た,早咲きの品種は
'月

にCA3を処理すると11月 に出荷が

可能となり,早期促成として実用性が高い。

図 3 入室時期別OA3処理と開花傾向

4 最終摘心を 3月 23日 に行い,3-995を 5月 中・ 下

旬に処理し,花芽分化を早めた状態で低温処理時期と休眠

打破効果を検討した。

開花率 10%r― 達した時期は,低温処理時期が早い程早ま

っている。しかし,入室～開花までの所要日数では,後期

処理区程短期間で開花している。これは,花芽分化～低温

処理での間の差が花芽の発育と充実度に差をもたらし,低

温感応度合の差が生したためと考えられる。

低温処理r_よ る効果はエリーで顕著にみられ,各処理区

で開花期を早めた。また,低温処理時期では,エ リー,ア

ンプロともに 8日 以後の処理で開花揃いもよく,遅い区程

良品質の鉢花が得られた。

以上の結果から,低温とGヽ 処理は花芽の休眠打破効果

の高いことが確認できた。

低温処理時期は 8月 以後に処理すると開花促進効果が高

く,日 数は,早咲きの品種で20日 間,晩咲きでは30日 程度

を要するものと思われる。低温による休眠打破効果が顕著

なものは晩咲きの品種であつたが,早期促成には開花の早

い早咲きの品種が適している。

CA3の休眠打破効果は低温処理よりは劣つているが,濃

度と回数が多い区で高い処理効果を示した。実用的な処理

方法は,早咲きの品種の場合で,濃度 500型 , 3回 処理を

8月 以後に行う処理が適当であると思われる。

低温とQヽ の複合処理では,単一処理よりは高い休限打

破効果がみられたが,必ずしも相乗的な効果は得られなか.
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